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研究成果の概要（和文）：本研究は、今日の台湾において宗教性がいかにして利他主義の形成要因となっているのかを
「台湾社会変遷基本調査」というデータセットを用いて計量的に明らかにすることであった。分析の結果、寺廟などの
宗教施設などのネットワークや個人的な宗教実践、脱伝統的宗教性が利他主義の形成に関連する可能性が示唆された。
同時にこれらの宗教性がエスニシティや社会階層によって階層化されている可能性も浮かび上がった。

研究成果の概要（英文）：This research examines how religiosity is related to altruism in contemporary 
Taiwan using data from "Taiwan Social Change Survey". The results show that network formulated in 
Buddhist and Taoist temples, individual religious practices such as sitting mediation, and 
non-traditional religiosity such as spirituality are positively and significantly related to altruism in 
contemporary Taiwan. In addition to this, these religiosities were affected by sociodemographic 
background such as ethnicity and socio-economic statuses.

研究分野： 宗教社会学　社会意識論　台湾研究

キーワード： 宗教社会学　社会意識論　利他主義　台湾研究　計量的地域研究　台湾社会変遷基本調査　ボランティ
ア　社会参加
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１．研究開始当初の背景 
近年，日本の社会学およびその周辺領域に

おいて、NPO やボランティアなどの「新し
い公共」の研究が進んでいる。日本における
「新たな」を考えるにあたっては、東アジア
における利他主義に支えられた活動こそが、
社会的要請に応えうる持続的な活動として
期待できる。東アジアにおいては、家族や親
族、地域共同体のみならず、伝統的な宗教に
依拠したサービスネットワークが、生活問題
の解決に貢献していることが指摘されてい
る（稲場 2011）。西欧社会における公共性の
基礎なす利他主義が、キリスト教的宗教倫理
に根差しているとすれば、東アジアの宗教的
倫理に根差した利他主義には、それとは異質
なものが含まれている（三浦 2012）。そして
その基層文化としての宗教と利他主義の関
連を検討することは、日本社会の公共性を論
じる上でも不可欠の検討課題であることが
指摘されている。 
宗教と利他主義の関連を問うことは、「宗

教と市民社会」という問題系を設定したトク
ヴィル以来の古典的課題である。特に近年で
は R.パットナム『孤独なボウリング』を皮切
りに、宗教が形成する利他主義が社会形成に
果たす役割に対する関心が高まっている。世
界最大規模の国際比較調査である「世界価値
観調査」の国際比較分析からも、宗教には利
他主義を促進する機能があることが明らか
にされている（Ruiter and De Graaf 2006）。
だが、欧米・キリスト教社会と社会的・宗教
的背景が大きく異なる東アジアの実証研究
は、依然、今後の重要検討課題として残され
たままである。 
そこで研究代表者のこれまでの日本にお

ける同テーマの実証研究（寺沢 2012）をい
かし、台湾を事例に、東アジア社会における
宗教と利他主義の関係にかかわる計量社会
学的研究を行うことを課題とする。 
 
２．研究の目的 
本研究は、台湾を事例に、東アジア社会に

おける宗教と利他主義の関係にかかわる計
量社会学的研究を行うことを課題とする。 
台湾は以下の 3 点において、東アジアの宗

教と利他主義を検討する上で重要な地域で
ある。①台湾は、キリスト教人口が少ない（約
5%）一方、仏教・道教・民間信仰などが主流
宗教であるため、非キリスト教社会に属する
東アジア地域の代表的ケースである。 
②台湾で公的社会福祉が整備され始めた

のは約 30 年前からである。そのため、社会
福祉の大部分を担ってきたのは非公的セク
ターであり、特に利他主義の基層構造として
の宗教文化が強い影響をもっている（三浦
2010）。そのため、宗教と利他主義の興味深
い関連は台湾で見いだされると思われる。 
③台湾には「台湾社会変遷基本調査」とい

う重厚な二次データが存在するため、宗教と
利他主義ついて詳細な分析が可能である。 

以上を踏まえ、本研究では、多面的な宗教
性（宗教参加、宗教的態度、個人的宗教行動
など）がどのように社会活動参加と関連して
いるのかについて、近年のデータを用いて計
量的に検討することを目的とした。 
これまでも台湾の市民社会・福祉社会論の

一環として宗教と社会事業の関連が研究さ
れてきた。だが実証研究の多くは慈済会など
の仏教教団の社会事業の紹介・事例研究にと
どまり（金子 2005）、寺廟のネットワークを
基盤とした地域的互助機能や基層宗教文化
は十分研究されていない。本研究は、複数の
宗教的要因の相対的効果を検討することに
より、台湾におけるより複眼的な宗教─利他
主義論を目指した。 
なお本研究の過程においては、台湾におけ

る宗教社会学的研究や台湾における宗教調
査についても整理、検討することになる。日
本では、台湾の宗教社会学や宗教調査の動向
はあまり知られていないため、整理したもの
をレビュー論文として発表することにより、
台湾における研究動向を日本に紹介する。 

 
３．研究の方法 
「台湾社会変遷基本調査」（Taiwan Social 

Change Survey）(以下、TSCS)の二次分析を
行う。TSCS は、中央研究院社会学研究所（台
北）を主体として、台湾全土に住む 18 歳以
上の男女を対象に個別面接法で実施されて
いる標本調査である。1985 年の第１回調査以
降、5 年のローテーションで、家族・階層な
どのモジュールの調査が実施されている。デ
ータセットはすべて2次データとして公開さ
れている。本研究が使用するのは、2004 年実
施の第 4期第 5次調査(TSCS-2004)と 2009 年
実施の第 5期第 5次調査(TSCS-2009)である。
これらは、宗教モジュールであり、宗教に関
する豊富な設問が設けられているとともに、
利他主義の重要な構成要素であるボランテ
ィア活動への参加に関する設問も設けられ
ている（章・傳編 2005、傅・杜編,2010）。 
以上の二時点のデータセットを用いて、多

面的宗教性とボランティア活動の関連を計
量的に検討する。多面的宗教性の概念枠組み
の整理と検討、データ分析の同時進行で行う。 
 

４．研究成果 
 以下では主要な研究成果について、テー
マ・知見ごとにその概要を整理する。 
 
(1) 多面的宗教性とボランティア活動 
 この研究成果に関しては、まず「５．主な
発表論文等［雑誌論文］②」が挙げられる。 
 この研究では、現代台湾における多面的な
宗教性とボランティア活動の関連性につい
て分析した。使用データはTSCS-2004である。 
 まず台湾における宗教性を多面的に捉え
るために、台湾同様、非キリスト教社会に属
する日本を扱った三谷（2014）の分析枠組み
を踏まえつつ、台湾における宗教性を論じた



（瞿 2006）に基づきながら、台湾における宗
教性を 公的実践（寺廟等への参加、教団所
属）、私的実践（祖先崇拝などの慣習的実践
および気功、読経などの非慣習的実践）、信
念・経験（神鬼観念、霊魂観念、因果観念、
縁起観念、気功観念）、結果（宗教の重要性）
に整理した。そのうえで、これらの宗教性の
ボランティア活動量に対する効果を検討し
た。分析は１）全体サンプルと 2）教団（四
大仏教など）所属者を除いたサンプルの両方
を分析した。 
結果、１）全体サンプルでは、四大仏教所

属者、キリスト教・一貫道の信者、寺廟など
に頻繁に訪れる回答者、読経や念仏などの非
慣習的宗教実践を行う回答者がボランティ
ア活動を行う傾向にあった。２）教団所属者
を除いたサンプルでは、寺廟などに頻繁に訪
れる回答者、読経や念仏などの非慣習的宗教
実践を行う回答者がボランティア活動を行
うことに有意な傾向が見られた。以上の結果
は社会─人口学的変数や利他主義を統制し
た上で得られた。 
以上の結果は１）台湾では私的宗教実践や

寺廟にボランティア活動を促す機能がある
可能性を示唆し、２）教団を介したボランテ
ィアのみならず寺廟を通じての社会参加、私
的な宗教実践が個人の向社会性を高める側
面に着目する必要があることを示唆するも
のであった。 
 さらに、同様の分析を TSCS-2009 で行った
ものとして「５．主な発表論文等［雑誌論文］
①」が関係する。 
 TSCS-2004 と設問が若干異なっているため
厳密な時点間比較は困難であった。だが、お
およその知見はTSCS-2004とほぼ同じであり、
台湾におけるボランティア活動の宗教的規
定構造は5年間の間でほとんど変化していな
いことが示唆された。なお TSCS-2009 では、
新たにスピリチュアリティに関する設問と
ボランティア活動を行う場所（寺廟などの宗
教施設で行うか、宗教施設以外の世俗的場所
で行うか）についての設問が追加されたため、
両者の関係についても分析を進めた。その結
果、スピリチュアリティ志向の強さが世俗的
場所でのボランティア活動参加が有意に結
びついている傾向が見受けられた。この知見
は、近年の脱伝統的・脱制度的宗教性が、宗
教施設内でのボランティアを超えた、広がり
のあるものである可能性を示すものである。 
 
(2) 宗教性の規定構造と階層化 
上述した「５．主な発表論文等［雑誌論文］

①」の一環として、ボランティア活動参加と
有意に結びついていた宗教施設参加頻度と
非慣習的実践の規定構造（年齢、性別、学歴、
職業、エスニシティーなど）についても補足
的な分析を行い、どのような人々がどのよう
な宗教性を介してボランティア活動に参加
する傾向にあるのか（台湾における多面的宗
教性とボランティア活動の関連がどのよう

に社会構造に埋め込まれているのか）を検討
した。 
おおよその結果としては、宗教施設参加頻

度は閩南系本省人、低学歴者、既婚者、家族
従業員、無業者で高い傾向にあり、非慣習的
実践は高齢者、女性、高学歴者、経営者、雇
用者で高い傾向があることが明らかになっ
た。それぞれの宗教性の高低には社会的属性
による濃淡が確認された。この結果は台湾の
ボランティア活動は、宗教性を媒介として階
層化されている可能性を示唆する。 
 なお、この知見から発展した分析として、
TSCS の 2000 年（ TSCS-2000）、 2005 年
（TSCS-2005）、2010 年（TSCS-2010）のデー
タを用いて、学歴、職業地位、収入という 3
つの社会階層指標が宗教属性ごとにどのよ
うに異なり、またどのように変化しつつある
のかを分析した。主な知見は以下の 5点であ
る。１）プロテスタントと無宗教は一貫して
高階層を特徴とする。２）プロテスタントと
無宗教以外の宗教、特に仏教、道教、民間信
仰は社会階層の指標によって結果が異なる
傾向にある。３）カトリックの順位は下降傾
向にある（職業地位、所得）。４）仏教の職
業地位が上昇傾向にある。５）一貫道が上昇
傾向にある（学歴、職業地位、収入）（「５．
主な発表論文等［雑誌論文］⑦」）。この知見
は、今日の台湾における宗教属性が、キリス
ト教を上層としながら階層化するとともに、
道教、仏教など在来の宗教属性については台
湾の社会変動の影響を受ける傾向にあるこ
とを示唆するものである。 
 
(3) 慈済会所属者の階層とエスニシティー
の変遷 
 上記「(2)宗教性の規定構造」から発展し
たテーマとして、慈済会所属者の階層とエス
ニシティーの変容について分析を行った
（「５．主な発表論文等［学会発表］⑤」）。 
 近年の台湾を対象としたボランタリー組
織所属や宗教性に関する計量的研究では、い
ずれについてもエスニシティー差・社会階層
差が見られるという知見、差は見られなくな
りつつあるという知見など様々な知見が出
されている。慈済会の所属者は、設立当初は
閩南系本省人、自営業者などが中心だったが、
その後は多様化が進んでいることが指摘さ
れている。しかし、代表性の高いデータから
慈済会信徒のエスニシティーと社会階層の
多様化を確認した研究は行われていない。そ
こで TSCS-2004 と TSCS-2009 および 1999 の
TSCS-1999 を用いて慈済会所属者の社会階層
（学歴、職業、収入の三指標から構成）とエ
スニシティーの変遷を分析した。 
結果、男性所属者では閩南系本省人に比べ

て外省人が有意に少ない傾向および社会階
層が高い傾向は、10 年間で大きく変わらない
（2004 年を除く）。一方、女性所属者につい
ては 1999 年では閩南系本省人に比べて外省
人が有意に少ない傾向が見られたが、2009 年



時点では有意差は確認できなかった。社会階
層についても 1999 年では社会階層が有意に
高かったが、それ以降、有意な関連は見られ
ない。1999 年から 2009 年の間で、女性所属
者については社会階層・エスニシティーの差
は徐々に見られなくなる傾向にある。一方、
男性所属者については、エスニシティー差、
高階層者が多いという傾向も依然残ってい
る。女性の場合は、慈済会は幅広い社会層の
人々に開かれた団体になってきているが、男
性の場合は必ずしもそうとは言い切れない
ことが示唆された。慈済会についても、慈救
済を媒介としてボランティア活動が階層化
されている可能性が示唆された。 
 
(4) 台湾の宗教社会学および宗教調査の動
向研究 
 本課題の一環として、台湾の宗教社会学、
ならびに TSCS を用いた計量的宗教社会学に
関する動向研究を目的としていた。この目的
に関しては、丁仁傑著『社会脈絡中的助人行
為』、および Richard Madsen 著 Democracy’s 
Dharmaという2冊の著作の書評論文を発表し
ている（それぞれ「５．主な発表論文等［雑
誌論文］の⑩と⑪」に相当）。前者は慈済会
のエスノグラフィー、後者は慈済会を含む近
年の台湾の宗教運動の比較研究である。いず
れも近年の台湾の宗教を対象とした社会学
的研究の代表的著作であり、その概要と課題
点を検討した。 
 また TSCS を使用した計量的宗教社会学に
ついては、TSCS の宗教モジュールの整理なら
びに TSCS を使用した実証研究についてのレ
ビューを行った（「５．主な発表論文等［雑
誌論文］の③と⑫」）。その結果、１）近年の
欧米の宗教社会学の理論（合理的選択理論な
ど）を踏まえた研究、２）宗教と様々な社会
意識（政治、抗議行動、心理的ウェルビーイ
ング、教育アスピレーション、再分配政策へ
の態度、寄付行動など）との有意な関連を示
す研究、３）台湾と中国の比較研究など、幅
広いトピックに関して TSCS を用いた知見が
蓄積されつつあることが確認された。 
 
(5)その他の発展的研究 
 これらの研究に基づきながら行った発展
的研究として、まず台湾における日本統治時
代への評価に関する社会意識論的研究が挙
げられる。「台湾は親日的である」「台湾では
日本の植民地時代が肯定的に評価されてい
る」という言説は、専門を問わず多くの台湾
研究者が直面する問題である。宗教について
も「親日的」態度との結びつきが指摘されて
いるなど（寺田 2009）、本研究課題を発展さ
せる上で重要なテーマになりうる。 
そこで、基礎的分析として 2003 年の TSCS

を使用して台湾における日本統治時代への
評価の社会的規定構造を分析した。結果、若
い世代ほどエスニシティーの関連が弱まる
一方、社会階層の関連が強まるといった意識

化の「地殻変動」が確認された。この結果は、
今日の台湾が、族群によって分断される社会
からより多元的な社会に変容しつつあるこ
との一端を示すものであり、台湾における宗
教と利他主義を今後分析する上でも示唆に
富む知見であった（「５．主な発表論文等［雑
誌論文］の④」）。また「台湾における日本統
治時代への肯定的評価は国民党への不満や
反感の裏返しである」という仮説をデータで
検証したところ、国民党系の政党群への支持
傾向と日本統治時代への肯定的評価はかな
らずしも明確に結びつかないことも明らか
になった（「５．主な発表論文等［雑誌論文］
の⑥」）。 
次に、宗教とウェルビーイングに関する研

究である。台湾で大きく成長した一貫道とい
う宗教団体について、台湾同様に一貫道が大
きな成長をとげた香港を対象に、高齢信者を
対象としたインタビュー調査のデータを用
いて、一貫道とウェルビーイングの結びつき
を検討した（「５．主な発表論文等［雑誌論
文］の⑤」）。さらに、台湾との比較分析を念
頭に日本における死生観と幸福感に関する
計量分析も行った（「５．主な発表論文等［雑
誌論文］の⑨」）。 
  
(6) 今後の展望 
 本研究の成果から、現代の台湾社会におけ
る宗教と利他主義の置かれた状況を理解す
るには、社会階層やエスニシティーと宗教の
関係、およびそれらの関係の変容、さらには
宗教に留まらない幅広い社会的態度の社会
構造上の位置づけの問題など、台湾社会の動
態を広い視野から検討する必要があること
が確認された。 
このようにして見いだされた新たな研究

課題は、日本学術振興会科学研究費（若手研
究Ｂ）「台湾における宗教性・社会階層・精
神的健康に関する社会学的研究」（研究代表
者：寺沢重法、課題番号：15K20821、2015 年
4 月～2018 年 3 月（予定））として展開する
運びとなった。 
なお、論文や著書として未公開の研究成果

については、引き続き刊行に向けて執筆を進
める予定である。 
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